
 

ı学会・研究会・講演会
などのお知らせ

第5回日本リハビリテーション
栄養研究会 学術集会

日程

会場

テーマ

プログラム

参加費

申し込み方法

問い合わせ先

UR

ノルディック･ポールウォーキング

による健康づくり

介護予防地域ビジネス研修
会

日程

会場

テーマ

プログラム

定員

対象

受講料

受講資格

申し込み・問い合わせ先

F X

日本訪問看護財団
訪問看護経営管理 ミナーⅡ
実務編

日程

会場

対象

ねらい

内容

講師

ねらい

内容

講師

参加費

問い合わせ先

F X

 

UR

 

LGBTIQ医療看護連絡会
第1回セミナー
今，看護職に必要なLGBTIQの

基礎知識

日程

会場

ねらい

：訪問看護ステーションの経営

の実際，規模別訪問

：11月28日(土)

看護

：県立広島大学広島キャンパス

(広島県広島市)

ステー

：「食べたい」を支える

ショ

ンの経

：特別講演1「口から食

べることをサポートするための包括

的支援スキル」小山珠美(口から食

べる幸せを守る会，神奈川県厚生連

伊勢原協同病院看護部)／2「摂食嚥

下の解剖とメカニズム」里田隆博

(広島大学大学院医歯薬保健学口腔

保健学)／3「(演題未定)」東口髙志

(日本静脈経腸栄養学会，藤田保健

衛生大学外科緩和治療学)

営判断

：事前登録5000円(～10月

30日)，当日参加7000円，学 生

2000円(社会人学生・大学院生を除

く)

・目標管理，

：下記URLより

規模別訪

問看

：第5回日本リハビリ

テーション栄養研究会学術集会本部

〒731-3164 広島県広島市安佐南区

伴東7-9-2 日比野病院(助金淳)

☎082-848-8489

reha＠hibino.or.jp
 

http://www.5th-jarn.jp/

護ステーションの経営計画書の

作成(グループワーク)

：内田恵美子(日本在宅ケ

：12月12日(土)，2016年2月

7日(日)

ア教

：国立オリンピック記念青少年

総合センター(東京都渋谷区)

育研究

：地域におけるヘルスケアビ

ジネスの推進に向けて

所)

：

：講義「2025年問題に

向けて―人々の健康を支える制度と

知恵」多田羅浩三(日本公衆衛生協

会，大阪大学)／講義「なぜ今，シ

ニア向けポールdeウォークなの

か？―すぐ活用できる自治体向け提

案書づくりの要点と提案方法」徳田

武(NW・PW推進団体連絡協議会事

務局)／講義「シニア向けポールde

ウォーク介護予防・総合事業の実施

体制―地域包括支援センターとの連

携で健康高齢者の輪をひろめよう」

澤登久雄(大田区地域包括支援セン

ター入新井センター)／実技と講義

「シニア向けポールdeウォーク指

導の実際 ①ポールdeウォーク

(NW／PW)の基礎，②指導方法，③

ポールエクササイズ」校條諭(みん

なの元気学校)，梶浦丈嗣(日本ノル

ディックウォーキング協会)，杉浦

伸郎(ポールウォーキング協会)／講

義「地域支援事業・健康づくりとポ

ールdeウォーク―自治体の取り組

み」櫻井好枝(鋸南町保健福祉課)／

討議「自治体や地域包括支援センタ

ーへの提案活動について―実践例か

ら」木谷道宣(NW・PW推進団体連

絡協議会事務局)

単

：30名(先着順)

日受

：健康運動指導士，健康運動実

践指導者，NW／PW指導者，自治

体健康づくり・介護予防担当者，健

康スポーツ指導者，地域スポーツ指

導者，商業スポーツ施設等における

指導者，保健師・看護師・管理栄養

士等の保健指導担当者

講の場

：2万1600円(『すぐ活用で

きる自治体向け提案書づくりの要点

と提案方法』パワーポイントCD

付。ポールレンタル代・税込)

合：財団

：指定テキスト『シニア向

けNW／NW GUIDEBOOK』(ライフ

出版社・定価2700円)を事前購入，

一読のうえ持参のこと。

会員

7000円／非会員

：クラブビ

ジネスジャパンフィットネスビジネ

ス編集部

☎03-5459-2841

03-3770-8744

fb.customer＠fitnessclub.jp

1万7000円，両日

受講の場合：財団会員1万2000

円

：12月12日(土)，13(日)

／非

：日本看護協会 JNAホール

(東京都渋谷区)

会員

：訪問看護ステーションの管理

者，経営者等

〔 日目〕

3万円

：地域包括ケアシステムと訪

問看護をめぐる動向を理解する。訪

問看護等在宅ケア事業の経営戦略を

理解する

：

：訪問看護関連の最新情報，制

度の活用(質疑応答含む)，経営の安

定化を導くためのマーケティング，

経営戦略

：佐藤美穂子(日本訪問看護財

団)，梅本哲(医療産業研究所)

〔 日目〕

：訪問看護ステーションの規

模別経営戦略を理解する

日本訪問看護財団

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前

5-8-2 日本看護協会ビル5階

☎03-5778-7005

03-5778-7009

http://www.jvnf.or.jp/

：12月13日(日)

：QWRC(大阪市北区)

：すべての性別，セクシュア
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参加費

問い合わせ先

日本ラクテーション・コンサルタント

協会

第39回 JALC母乳育児
支援学習会in東京

日程

会場

プログラム

対象

参加費

申し込み方法

申し込み締切

問い合わせ先

F X

 

UR

日本看護協会

地域母子保健推進シンポジウム

妊娠・出産・子育ての
切れ目のない支援にむけて

日程

会場

定員

参加費

プログラム・申し込み方法

問い合わせ先

F X

 

UR

平成27年度

日本赤十字看護大学

地域連携・フロンティアセンター

認定看護師のための
スキルアップセミナー

日時

会場

プログラム

参加費

申し込み方法

申し込み締切

申し込み・問い合わせ先

F X

 

F X

リティの人にとって安心できる医療

ケアの場・サービスを提供すること

の意義を学ぶ

当：小

：500円(資料代として)

暮)

☎03-

：神戸市看護大学 藤

井研究室(藤井ひろみ)

〒651-2103 兵庫県神戸市西区学園

西町3-4

☎078-794-8062

lgbtq.kango.tsunagu＠outlook.jp

3409-0924

03-3409-0589

skillupseminar＠r

：2016年1月24日(日)

ed

：シェーンバッハ・サボー(東

京都千代田区)

cross

：「補足の適応と混合栄

養の場合の支援」滝島茂(小児科医，

IBCLC)／「母乳と薬の最新情報」斎

藤朋子(新生児科医，IBCLC)／「母

乳育児とエピジェネティクス」大山

牧子(新生児科医，IBCLC)／「母乳

代用品」多田香苗(小児科医，

IBCLC)

.a

：母乳育児を援助する専門家

(助産師，看護師，保健師，医師，

歯科医師，バースエデュケーター，

栄養士など)，学生，母乳育児支援

団体認定リーダーなど母乳育児支援

に興味のある方ならどなたでも

c.j

：(～12月27日)会 員 8640

円，非会員1万4040円，(当日)会

員1万円，非会員1万5000円，学

生3000円

p

本欄へ掲載

：下記URL参照

を希望する学

：12月27日(日)

会・研究

会・

：日本ラクテーショ

ン・コンサルタント協会

〒981-3133 宮城県仙台市泉区泉中

央2-17-3 フリード泉中央203

☎022-725-8560

022-725-8561

study39＠jalc-net.jp

保

http://jalc-net.jp

講習会などのお知らせがあり

ましたら，本誌編集室までお送り

ください。

〒113-8719

東京

：2016年1月28日(木)

都文

：青山ダイヤモンドホール(東

京都港区)

京区

：300名(先着順)

本郷1

：無料

-28-23

03

：下記

URLを参照

-5804-

：日本看護協会健康政

策部助産師課

03-5778-8478

josanshi＠nurse.or.jp

健

http://www.nurse.or.jp/nursing/

josan/index.html

0485

hokenshi＠igaku-shoin.co.jp
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：2016年2月27日(土)

5

：日本赤十字看護大学 広尾キ

ャンパス 広尾ホール(東京都渋谷

区)

1069

：

［午前の部］

基調講演「看護が誘導する新たな病

院文化―安全性と安楽性(尊厳)の両

立」川嶋みどり(日本赤十字看護大

学)

［午後の部］コース選択制

1．糖尿病看護コース「糖尿病看護

のこれから―私たち認定看護師に求

められていること」河口てる子(日

本赤十字北海道看護大学)，実践報

告とグループディスカッション「療

養指導外来立ち上げに向けて―病棟

と外来それぞれの立場を経験して」

山本真貴(関西医科大学附属枚方病

院)，「糖尿病看護と在宅看護を繫げ

る支援の現状と課題」町田景子(東

京都保健医療公社多摩北部医療セン

ター)／2．慢性呼吸器疾患看護コー

ス「COPDの身体活動性維持のため

の包括的呼吸リハビリテーション―

効果的な支援に向けた連携，(慢性

呼吸器疾患看護認定看護師の)活動

への期待」武知由佳子(いきいきク

リニック)，実践報告と全体ディス

カッション「呼吸ケア看護外来活動

報告―開設から現在の活動状況」北

川美奈(埼玉医科大学病院)，「慢性

期RSTラウンドの現状と課題」結

城ちかこ(長岡赤十字病院)／3．認

知症看護コース「認知症看護におけ

る急性期病院と地域との連携・課題

について」小栗智美(日本医科大学

付属病院)，実践報告とグループデ

ィスカッション「地域と連携した認

知症の知識・看護向上の取り組み―

当院で開催した認知症サポーター養

成講習を通して」岡田朋子(名古屋

第一赤十字病院)，「その人らしくあ

り続けるために―現状報告と地域か

ら望むこと」久保智巳(デイサービ

スなごみの家)

：5000円(三菱東京UFJ銀

行・渋谷中央支店(普)1267503，口

座名：日本赤十字看護大学へ振込)

：住所，氏名，所属先，

午後の部の参加希望テーマをメール

またはFAXにて送付

：2016年 1月 30日

(土)

：日本赤十

字看護大学(担
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